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2025 年度正野賞の受賞者決まる  

 

受賞者 ：髙根  雄也（産業技術総合研究所  環境創生研

究部門）  

研究業績 ：都市域の極端高温のメカニズム解明と都市

排熱特性を考慮した温暖化の対策評価に関する研

究  

選定理由 ：都市では，全球平均に比べて 2 倍以上のス

ピードで大気の温暖化が進み，熱中症の多発や電力

逼迫等の社会的問題が顕在化し，その対策はこれま

で以上に緊急の課題となっている．髙根氏は，これ

らの問題にいち早く着目し，都市の極端高温のメカ

ニズムの解明と都市排熱特性を考慮した温暖化の

対策評価を両輪として包括的に研究してきた．  

髙根氏は，日本の都市スケールで発生する極端高

温の特徴やメカニズムが十分に明らかではなかっ

た 2000 年代に，熊谷市と多治見市の極端高温事例

を中心に気候学的な特徴を解析し（業績 3,5），新た

なメカニズムを発見した．従来の研究では，40℃に

迫る極端高温の主要因は風上側の降水を伴わない

断熱加熱による力学フェーン現象であると言及さ

れてきたが，髙根氏は，このメカニズムだけでは

40℃に達し得ないことを定量的に示し，風下斜面上

の地表面加熱が加重されることが決定打となるこ

とを明らかにした（業績 1）．加えて，この地表面加

熱を伴うフェーン昇温は，土地利用改変と人間活動

が盛んな都市域を通過する場合により大きくなる

こと，また日本の他の地域で近年発生している 40℃

超えの高温現象の要因としても普遍性があること

を，観測とモデル実験の両面から明らかにした（業

績 1,7）．さらに，従来から知られている降水を伴う

熱力学フェーンなど複数のメカニズムが同時に発

生する混合型フェーンの存在を突き止め（業績 4），

フェーン現象について新しい解釈を与えた．  

髙根氏は，都市気候モデルを用いた気候変動対策

評価研究においても多くの成果を残している．都市

気候モデルの再現性の鍵となる建物の形態や物性

の効果のモデル化は世界的に精緻化が進んでいる

のに対し，エアコンの性能や使用状況・建物内の人

口密度等の人間活動の効果のモデル化については

ヒートアイランドの主要因であるにも関わらず開

発が進んでいなかった．髙根氏は，電力消費や人流

等の社会ビッグデータを自ら入手して分析し，建物

内の空調負荷を算出する内部発熱の機能を都市気
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候モデルと融合させることで，電力消費量や人工排

熱に依存する都市の気温の再現精度を大幅に向上

させることに成功し，未開拓の分野にブレークスル

ーをもたらした（業績 6）．この改良により気候変動

適応策の一つである建物の断熱化技術の効果検証

が可能となり，建物の断熱化が温暖化による電力需

要増加を半分程度に抑制できることが示された（業

績 12）．髙根氏が実施した人間活動と気候変化の相

互影響を考慮した気候変動予測（業績 8）は IPCC 第

６次評価報告書で引用され，それらの熱ストレスへ

の応用研究（業績 9）も世界的に広く引用されてい

る．さらに COVID-19 時の人間行動変容が都市気温

とエネルギー消費に与える影響の推計に成功する

（業績 10,11）など，世界的に評価の高い研究成果

を多数輩出している．一連の成果は国際都市気候学

会のコミュニティ誌で特集された他，都市気候モデ

ルの国際相互比較プロジェクトへの貢献，ヒートア

イランド対策の包括的レビュー論文への貢献，環境

疫学などの周辺分野との連携研究など，国際的・学

際的にも広く活躍している．  

このように髙根氏は，日本の強みである社会ビッ

グデータを活かして前例のない都市気候モデルと

の融合研究を実現し，動的な人間活動と気象の相互

作用研究の端緒を拓き，この分野で世界を牽引して

いる．以上の理由により，髙根雄也氏に 2025 年度正

野賞を贈呈するものである．   
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